
に
努
め
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
指
針

は
、
平
成
２７
年
度
が
目
標
年
次
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
２
年
間
は
、
総
仕
上
げ
の
時
期

と
し
て
、
確
た
る
都
市
基
盤
づ
く
り
を
着

実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ニ
ア
は
に
ぎ
わ
い
創
出
の
好
機

　
本
年
度
は
、
い
よ
い
よ
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

市
で
も
、
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
が
策

定
さ
れ
、
こ
の
構
想
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
が
も
た
ら
す
相
乗
的
な
効
果
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る

　

２
月
２７
日
に
開
か
れ
た
本
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
可
知
市
長
は

本
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
こ
と
し
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
市
政
を
進

め
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

都
市
基
盤
を
着
実
に
つ
く
る

面
で
の
「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」
の
好
機
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
は
、
三
菱
電
機
株
式
会
社
伊
丹

製
作
所
が
、
第
３
期
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

地
内
に
分
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
稼
働
開
始
予
定
を
平
成
２７
年

４
月
と
し
、
従
業
員
は
稼
働
開
始
時
に

１
０
０
人
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
市

に
立
地
決
定
し
た
理
由
と
し
て
は
、
交
通

10
年
の
節
目
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
１
市
５
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
本

市
は
、
本
年
１０
月
２５
日
に
１０
周
年
の
大
き

な
節
目
を
迎
え
ま
す
。１０
月
１１
日
㈯
に
は
、

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
記
念
式
典
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
１０
年
間
を
振
り
返

り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
１０
年
間
に
は
、「
人
・
地
域
・
自

然
が
調
和
し
た
交
流
都
市
」
を
将
来
像
と

す
る
総
合
計
画
と
、
本
市
が
持
続
的
発
展

を
続
け
る
た
め
の
行
財
政
改
革
大
綱
の
二

つ
を
車
の
両
輪
に
、
地
域
間
の
融
合
と
行

政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地
域
間
格
差
の
解
消

の
利
便
性
や
そ
の
他
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
諸

条
件
が
最
適
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
優
位
性
と
リ
ニ
ア
の
効
果
を

生
か
し
、
次
な
る
企
業
誘
致
の
た
め
の
用

地
確
保
に
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
併
せ
て
、
人
口
減
少
対
策
に
も
つ
な

が
る
企
業
従
業
員
な
ど
の
住
宅
や
住
宅
用

地
の
確
保
も
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
施

策
の
柱
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
年

間
観
光
交
流
人
口
が
目
標
よ
り
も
早
く

４
０
０
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
か
ら
、
次

な
る
目
標
を
５
０
０
万
人
に
掲
げ
、
国
内

外
に
観
光
資
源
の
豊
富
な
本
市
の
魅
力
を

十
分
に
宣
伝
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
本
市
の
観
光
地
を
代
表
す
る
恵
那

峡
に
再
び
多
く
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

た
め
、
再
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
昨

年
、
恵
那
峡
再
整
備
構
想
策
定
委
員
会
か

ら
提
出
を
受
け
た
再
整
備
基
本
計
画
報
告

書
に
従
い
、
恵
那
峡
の
基
本
的
な
観
光
資

源
の
森
林
や
、
湖
畔
、
峡
谷
な
ど
の
自
然

環
境
の
磨
き
上
げ
と
関
連
施
設
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
市
民
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
て

い
た
だ
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
安
心
・
安

全
な
環
境
づ
く
り
と
、
利
便
性
の
確
保
と

し
て
は
、
市
全
体
で
の
医
療
や
救
護
の
拠

点
施
設
の
役
割
を
担
う
市
立
恵
那
病
院
を

再
整
備
し
ま
す
。
ま
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
集
約
化
と
分
散
し
て
い
る
市
役
所
機

能
を
一
元
化
す
る
た
め
、
市
役
所
庁
舎
新

館
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
の
取
り
組
み
を
促
進

　
ま
ち
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
と
し
て
の
諸

施
策
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
、
市
役
所

組
織
体
制
の
改
編
を
行
い
ま
す
。主
に
は
、

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
の
二
つ
の
執
行

機
関
を
よ
り
機
能
的
に
連
携
さ
せ
、
生
涯

学
習
都
市
「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言
に

基
づ
き
、
全
市
的
に
生
涯
学
習
の
取
り
組

み
を
促
進
す
る
た
め
、社
会
教
育
と
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
を
市
長
部
局
で
執
行
す
る

体
制
に
し
ま
す
。
ま
た
幼
稚
園
、
保
育
園

の
子
ど
も
園
化
に
向
け
た
、
幼
児
の
教
育

課
程
の
一
元
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
保
育

園
と
幼
稚
園
に
関
す
る
事
務
を
総
合
的
に

教
育
委
員
会
で
執
行
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
築
き
上
げ
て
き

た
新
市
の
基
盤
を
、
１０
年
の
節
目
を
迎
え

る
中
で
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
し
、
発
展

の
礎
と
な
る
よ
う
今
後
も
施
政
運
営
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
と
行
革
を
総
仕
上
げ

特集　本年度のまちづくり
施政方針

▲リニアまちづくり構想に沿ってまちづくりを計画（写真はリニアが通るとされ
ている大井町の阿木川付近）

▲市議会定例会で施政方針を説明する可知市長

▲市図書館前に設置されている三学のまち恵那の宣言碑
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自主財源

(34.9％
）

92億4,033万
円依
存
財
源
(65.1％)172億1,967万

円

義務的経費(43.4％
)114億

8,026万円

その他経費
(44.3％

)117億
2,513万円

投資的経費   （12.3%）32億5,461万円

使用料及び手数料（１.５％）
４億０,７０７万円

諸収入など（３.７％）
９億７,３６７万円

繰越金（１.９％）５億円

市税（２６.６％）
７０億５,０００万円

市債（１１.２％）
２９億６,２８０万円

譲与税など（４.３％）
１１億５,５５０万円

地方交付税（３５.０％）
９２億５,０００万円

県支出金（７.０％）
１８億４,８３０万円

国庫支出金（７.６％）
２０億０,３０７万円

民生費（２６.２％）
６９億４,１３０万円

公債費（１５.３％）
４０億５,４００万円

総務費（１５.４％）
４０億７,８３０万円衛生費（１３.４％）

３５億４,６８０万円

土木費（６.８％）
１８億０,３１０万円

教育費（１０.６％）
２８億０,４９０万円

農林水産業費（４.７％）
１２億３,９４０万円

消防費（３.８％）
９億９,６４０万円

商工費（２.８％）
７億２,７１０万円

議会費（０.８％）
２億０,４９０万円

労働費（０.１％）
３,３８０万円
予備費（０.１％）
３,０００万円

人件費（１７.１％）
４５億３,０３３万円

扶助費（１１.０％）
２８億９,５９３万円

公債費（１５.３％）
４０億５,４００万円

普通建設費（１２.３％）
３２億５,４６１万円

物件費
（１９.２％）
５０億７,５１７万円

補助費など（９.９％）
２６億３,１３８万円

繰出金（１２.１％）
３１億９,０４５万円

その他（３.１％）
８億２,８１３万円

市
全
体
で
は
約
１５
億
１
千
万
円
の
増

　

予
算
規
模
は
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

一
般
会
計
で
１
億
６
０
０
０
万
円
（
０
・

６
㌫
）
の
増
額
、
特
別
会
計
で
は
６
億
３

１
８
０
万
円
（
４
・
２
㌫
）の
増
額
、企
業

会
計
で
は
７
億
２
２
９
８
万
円
（
９
・
７

㌫
）の
増
額
と
な
り
、
全
会
計
の
合
計
で
、

１５
億
１
４
７
８
万
円
（
３
・
１
㌫
）
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
前
年
度
、
一
般
会
計
で
は
、
国

の
経
済
対
策
な
ど
で
、
本
年
度
に
予
定
し

て
い
た
事
業
の
一
部
の
４
億
１
５
６
０
万

円
を
前
倒
し
し
て
予
算
化
。
前
々
年
度
に

も
７
億
７
３
１
３
万
円
を
前
倒
し
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ら
を
含
め
る
と
、
前
年
度
対

比
で
は
実
質
０
・
７
㌫
の
減
額
と
な
り
ま

す
。

市
税
は
前
年
度
比
４
・
３
％
の
増
に

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
賃
金
上
昇
や

穏
や
か
な
景
気
回
復
を
見
込
み
、
市
民
税

で
１０
・
６
㌫
の
増
、
固
定
資
産
税
で
は
１
・

０
㌫
の
増
と
す
る
な
ど
、市
税
全
体
で
は
、

２
億
９
３
０
５
万
円
（
４
・
３
㌫
）
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
公
債
費
措
置
額
の
増

加
や
交
付
額
の
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

７
０
０
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
活
用
し
て
い
る
合
併
特

例
債
は
、
１５
億
２
１
８
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

光
関
連
で
は
、
首

※

都
圏
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
事
業
や
恵
那
峡
再
整
備
事
業
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
生
涯
学
習
市
民
三
学
運
動
の

推
進
、
幼
稚
園
保
育
園
英
語
指
導
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
な
ど
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

運
営
や
定
住
奨
励
金
な
ど
定
住
促
進
対
策

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

保
険
料
を
改
定
し
財
源
不
足
を
解
消

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
（
事
業

勘
定
）
が
、
保
険
給
付
費
な
ど
の
上
昇
に

よ
っ
て
増
額
と
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
で
は
、
財
源
が
不
足
す

る
こ
と
か
ら
、
平
均
１１
・
８
㌫
の
保
険
料

を
引
き
上
げ
て
改
定
を
行
う
予
定
で
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
岩
村

町
や
山
岡
町
の
簡
易
水
道
再
編
事
業
や
上

矢
作
町
木
の
実
地
区
の
未
普
及
地
域
解
消

事
業
を
行
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
で
は
、
奥
戸
処
理
区
と
岩
村
処
理

区
で
耐
震
と
長
寿
命
化
事
業
を
行
う
た

め
、
増
額
と
な
り
ま
す
。

  

企
業
会
計
は
、
地
方
公
営
企
業
会
計
制

度
が
見
直
さ
れ
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
費

用
が
増
額
と
な
り
ま
す
。
ま
た
病
院
事
業

会
計
で
は
、
本
年
度
か
ら
新
し
い
市
立
恵

那
病
院
の
本
体
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
る

た
め
、
建
設
事
業
費
な
ど
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

利
便
性
に
優
れ
た
新
庁
舎
を
建
設

　
歳
出
で
は
、
市
の
将
来
像
の
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
の
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

を
集
約
し
て
利
便
性
と
耐
震
に
優
れ
た
市

役
所
庁
舎
新
館
が
完
成
し
ま
す
。
ま
た
本

年
度
は
、
平
成
１６
年
１０
月
２５
日
に
６
市
町

村
が
合
併
し
て
か
ら
満
１０
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
市
制
１０
周
年
記
念
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ア
関
連
で
は
、
３
月

に
策
定
さ
れ
た
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想

に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
進
め
、
観

一般会計歳入一般会計歳出

※首都圏観光プロモーション事業＝首都圏の人たちに観光を中心に当市のことを知ってもらう事業

特集　本年度のまちづくり
本年度予算

会　計 予算額 増減率

一 般 会 計 ２６４億６,０００万円 ０.６％

特 別 会 計 １５７億４,３２０万円 ４.２％

国民健康保険事業特別会計 ５８億７,２６０万円 ３.３％

介護保険特別会計 ５５億４,２８０万円 ４.４％

簡易水道事業特別会計 １６億３,０９０万円 ６.４％

農業集落排水事業特別会計 ２億３,７５０万円 △１４.４％

駐車場事業特別会計 ０円 皆減

公共下水道事業特別会計 １８億３,０００万円 １０.８％

遠山財産区特別会計 ３０万円 △２５.０％

上財産区特別会計 ９０万円 △１０.０％

後期高齢者医療特別会計 ６億２,８２０万円 △０.０％

企 業 会 計 ８１億４,６２０万円 ９.７％

水道事業会計
収益的収支 ９億７,４６０万円 １２.７％

資本的収支 ２億４,８２０万円 ２.８％

病院事業会計
収益的収支 ４１億８,６００万円 ５.４％

資本的収支 ９億２,２３０万円 ４７.７％

介護老人保健
施設事業会計

収益的収支 ５億２,３６０万円 ３.０％

資本的収支 ３,７８０万円 ７.４％

国民健康保険診
療所事業会計

収益的収支 ７億４,９８０万円 １０.９％

資本的収支 ２,０９０万円 △６３.１％

介護老人福祉
施設事業会計

収益的収支 ４億５,９５０万円 ８.３％

資本的収支 ２,３５０万円 １２.９％

予 算 総 額 ５０３億４,９４０万円 ３.１％

平成２６年度会計別予算額

一般会計２６４億６千万円
前年度よりも０.６％増額
　平成２６年度の市の予算が決まりました。本年度は新市施行１０周年

を迎える節目の年です。予算では、平成 18 年度から進めてきた総合

計画仕上げの期間と位置付け、「人・地域・自然が調和した交流都市」

の実現を目指します。
□問い合わせ　財務課志２６-２１１１（内線３５２）

歳　入目的別性質別

分担金及び負担金（１.２％）
３億０,９５９万円

▼
こ
と
し
は
新
市
が
誕
生
し
て
10
年
目
と
な
る

節
目
の
年（
写
真
は
市
制
施
行
時
の
記
念
式
典
）
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※ 1　ＩＣＴ教育＝情報通信技術の利用や活用方法を取り入れた教育※　ハザードマップ＝自然災害による被害を予測し被害範囲を地図化したもの

自
主
財
源
は
３５
％
、依
存
財
源
は
６５
％

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
・
手
数
料
や
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
た

自
主
財
源
は
３４
・
９
㌫
、
地
方
交
付
税
や

地
方
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源

は
、
６５
・
１
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
収
入
は
、
個
人
市
民
税
で
は
前

年
度
比
１０
・
３
㌫
の
増
を
見
込
ん
で
い

る
他
、
法
人
市
民
税
は
緩
や
か
な
景
気

回
復
を
見
込
み
１２
・
０
㌫
の
増
、
た
ば
こ

税
が
５
・
０
㌫
の
減
、
入
湯
税
が
１７
・
７

㌫
の
増
な
ど
、
市
税
全
体
で
４
・
３
㌫
増

の
７０
億
５
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
０
・
８
㌫
増
の

９２
億
５
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
や

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
給
付
事

業
補
助
金
な
ど
か
ら
８
・
５
㌫
の
増
加
。

寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と
え
な
応
援
寄
付
金

５
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

市
債
は
、５
億
３
７
１
０
万
円（
１５
・
３
㌫
）

減
の
２９
億
６
２
８
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
後
年
度
に
交
付
税
措
置
の
あ
る

過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
有
利
な
市
債

を
活
用
し
、
将
来
の
負
担
が
重
く
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

ビ
ス
を
集
約
し
た
市
役
所
庁
舎
新
館
の

建
設
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
山
岡

町
、
串
原
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
再
整
備

し
て
市
内
の
通
信
規
格
の
統
一
を
図
り
ま

す
。
衛
生
費
で
は
、
恵
那
病
院
の
再
整
備

事
業
へ
の
出
資
や
、
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那

で
燃
料
費
な
ど
の
削
減
を
図
る
た
め
の
改

造
工
事
を
行
い
ま
す
。
教
育
費
は
、
山
岡

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
、
小
中

学
校
の
Ｉ※

１

Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
事
業
費
や
屋

内
運
動
場
の
非
構
造
部
材
耐
震
化
点
検
、

明
智
コ※

２

ミ
セ
ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
工
事

の
他
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
を

行
い
ま
す
。
商
工
費
で
は
、
恵
那
峡
再
整

備
事
業
が
始
ま
る
他
、
企
業
誘
致
対
策
費

や
観
光
宣
伝
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
歳
出
総
額
２
６
４
億
円
６
０
０
０
万

円
は
、市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

４９
万
３
３
３
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
人
件
費
が
２
千
万
円
の
減

　
義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
が
定
員
適

正
化
計
画
に
よ
り
、
２
０
６
１
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
公
債
費
は
前
年
度
に

繰
上
償
還
を
し
た
た
め
、
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
扶
助
費
は
、
障
が
い
者
の
自
立
支

援
給
付
や
生
活
保
護
費
が
増
加
し
、
福
祉

医
療
費
や
児
童
手
当
な
ど
は
前
年
並
み
の

給
付
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
で
は
、
庁
舎
新
館
建
設
事

業
や
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
の
改
造
工
事
、

コ
ミ
セ
ン
の
改
修
工
事
、
市
道
の
改
良
事

業
、
高
規
格
救
急
車
の
購
入
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。
特
別
会
計
や
企
業
会
計
を
含

め
た
市
全
体
で
は
、
前
年
並
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
武
並
小
学
校
プ
ー
ル
改
築

事
業
や
市
道
の
改
良
事
業
、
下
水
道
事
業

の
一
部
は
、前
年
度
に
前
倒
し
て
い
ま
す
。

　
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
行
う
た

め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を

策
定
し
、
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
や
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
支
援
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
外
国
人
英
語
教
師
や
図

書
館
司
書
を
派
遣
し
、
質
の
高
い
幼
児
教

育
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
施
設
の
運
営
方
法
を
選
択
す
る

た
め
に
、
こ
ど
も
園
を
検
討
し
、
幼
保
一

元
化
を
進
め
ま
す
。
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
の
医
療
費
も
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
で
は
「
い
き
い
き
ヘ
ル
シ

ー
プ
ラ
ン
２
」
に
沿
っ
て
健
康
寿
命
の
延

伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
の
実
現
、
生
活
習

慣
病
の
発
症
予
防
、
合
併
症
な
ど
重
症
化

予
防
対
策
の
推
進
を
目
指
し
、
特
定
健
診

や
が
ん
検
診
、
予
防
接
種
な
ど
を
行
い
ま

す
。
高
齢
者
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
要

介
護
に
な
ら
な
い
た
め
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

  

市
立
恵
那
病
院
の
再
整
備
で
は
、
平
成

２８
年
度
の
開
院
を
目
指
し
て
、
病
床
数

１
９
９
床
、
診
療
科
２０
科
を
基
本
に
病
院

の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

中
山
道
大
井
宿
で
は
、
沿
線
の
空
き
地

と
歴
史
的
建
造
物
を
利
活
用
し
、
活
性
化

と
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

  

防
災
対
策
で
は
、
災
害
時
に
市
民
が
的

確
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
と
５
地
区
の
土
砂
災
害
な
ど
の
警
戒

区
域
の
ハ

※

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
救
命
率
の
向
上
や
災
害
発
生
時
に
利

用
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
ま
す
。

  

移
住
・
定
住
対
策
で
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
事
業
や
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
協
力
隊
事

業
、
定
住
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
住
宅
地
の
適
地
調
査
や
可
能
性
調
査

を
行
い
、
移
住
定
住
者
の
支
援
と
定
住
促

進
を
図
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
と
水

量
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
岩
村
町
と
山

岡
町
、
明
智
町
で
再
編
整
備
を
行
い
、
上

矢
作
町
で
は
、
水
道
未
普
及
地
区
の
解
消

に
取
り
組
み
ま
す
。
下
水
道
の
奥
戸
処
理

区
と
岩
村
処
理
区
で
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
耐
震
と
長
寿
命
化
を
行
い
、
安
定
し
た

生
活
排
水
の
処
理
向
上
に
努
め
ま
す
。

健
や
か
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
（
健
康
・
福
祉
）

市
立
恵
那
病
院
の
建
設
工
事
に
着
手

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

水
道
施
設
を
整
備
し
水
量
不
足
を
解
消

※平成２６年１月１日現在の住民基本台帳と外国人登録
の人口、５３,６３５人で計算しています

市民１人当たりの額（年間）目
的
別
で
は
民
生
費
が
全
体
の
２６
％

　
一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る

と
、
民
生
費
が
２６
・
２
㌫
を
占
め
、
続
い

て
総
務
費
が
１５
・
４
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
で
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
や
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
給
付
事
業
を

行
い
ま
す
。
ま
た
保
険
給
付
費
の
上
昇
に

よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

や
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
操
出
金
が
増

額
し
て
い
ま
す
。
総
務
費
は
、
窓
口
サ
ー

※ 2　コミセン＝コミュニティセンターの略 

特集　本年度のまちづくり
本年度予算主な事業

使われる金額 納める市税の額

民生費

１２９,４１７円

固定資産税

６３,０６５円

総務費

７６,０３８円

市民税

５２,５７４円

公債費

７５,５８５円

市たばこ税

７,３１４円

衛生費

６６,１２９円

都市計画税

５,１５９円

教育費

５２,２９６円

軽自動車税

２,３７７円

その他
９３,８７０円

その他
９５５円

合計
４９３,３３５円

合計
１３１,４４４円

▲総合的な観光地を目指し恵那峡を再整備▲岩村町富田に建設中の岩村浄水場

▼木々の伐採を終えた新市立恵那病院の建設場所
こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

歴史的風致維持向上事業 １,１００万円

岩村簡易水道・山岡簡易水道統合事業 ６億１,６００万円

上矢作簡易水道未普及地域解消事業 １億９,７００万円

恵那暮らしサポートセンター運営事業 ９００万円

定住促進奨励金事業 １,３００万円

土砂災害ハザードマップ整備事業 ５００万円

ヘリポート整備事業 ４００万円

公共下水道奥戸処理区整備事業 ４億１,１００万円

特環公共下水道岩村・竹折処理区整備事業 １億１,５００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

児童手当給付事業 ９億９,５００万円

子ども福祉医療費助成事業 ２億１,１００万円

地域子育て支援センターの運営 ２，６００万円

放課後児童対策事業、放課後児童クラブ施設整備事業 ５,５００万円

健康増進健診事業 ４,１００万円

特定健康診査・特定保健指導事業 ５,５００万円

予防接種事業 １億４,４００万円

医師・看護師等確保対策事業 ２,２００万円

市立恵那病院再整備事業 ７億１,５００万円
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「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
の
基
本
理
念
を

実
践
す
る
た
め
、
市
民
大
学
「
恵
那
三
学

塾
」
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
手
法
を
学
ぶ

講
座
や
、
大
学
連
続
講
座
、
出
前
講
座
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
セ
ン
で
行

う
市
民
講
座
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
中

央
図
書
館
で
は
、
図
書
シ
ス
テ
ム
を
更
新

し
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
ま
た
図
書
の
購
入
や
学
校
と
コ
ミ
セ

ン
を
巡
回
す
る
司
書
を
配
置
し
、
図
書
室

の
運
営
や
読
書
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

  

学
校
教
育
で
は
、
い
じ
め
の
未
然
防
止

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
学
力
分
析
を
深

め
、
質
の
高
い
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た

電
子
黒
板
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
を
活

用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
奨

学
金
は
、
将
来
も
安
定
し
て
運
営
で
き
る

よ
う
積
み
立
て
を
し
ま
す
。

　
コ
ミ
セ
ン
改
修
事
業
で
は
、
明
智
で
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
図
る
と
と
も
に
、
東
野
で
も
避
難
設
備

な
ど
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
老
朽
化
し
た

施
設
改
修
で
は
、
山
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
民
組
織

な
ど
が
取
り
組
む
創
意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ

た
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
、
明
る
く

元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
創
出
す

る
た
め
に
、
地
域
の
元
気
発
信
事
業
を
進

め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
拠
点
施
設
整
備
の

助
成
金
に
加
え
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
活

用
し
て
、
地
域
資
源
の
活
用
や
交
流
人
口

の
拡
大
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
事
業
活
動
に
助
成
を
行
い
ま

す
。

  

１３
の
地
域
自
治
区
で
展
開
さ
れ
て
い
る

地
域
づ
く
り
事
業
は
、
引
き
続
き
地
域
の

発
展
と
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会
と

の
連
携
を
深
め
、
市
民
活
動
推
進
助
成
事

業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
集
約
し
住
民
の
利
便

性
を
高
め
た
新
庁
舎
は
、
前
年
度
に
建
設

工
事
に
着
手
し
、
本
年
度
現
在
の
庁
舎
の

西
側
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
総
合
計
画
は
、
総
仕
上
げ
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
次
期
総
合
計

画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　

観
光
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

首
都
圏
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
展

開
や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
着
ぐ
る
み
）
の
作
成
な

ど
を
行
い
、
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き

ま
す
。
恵
那
峡
再
整
備
事
業
で
は
、
観
光

資
源
の
森
林
や
湖
畔
、
峡
谷
な
ど
の
自
然

環
境
を
生
か
し
、
総
合
的
な
観
光
地
へ
と

再
生
さ
せ
る
た
め
の
整
備
に
着
手
し
ま

す
。

　
中
野
方
町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地

を
活
用
し
た
ク
リ
園
の
整
備
は
、
県
の
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
２０
㌶
の
ク
リ

園
の
造
成
を
行
い
、
恵え

な那
栗ぐ

り

の
生
産
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

  

イ
ノ
シ
シ
や
猿
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
農
産

物
被
害
対
策
事
業
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
の
駆
除
活
動
を
促
進
し
、
本
年
度
も

電
気
牧
柵
の
設
置
補
助
や
捕ほ

獲か
く
お
り檻
の
貸

与
、
狩
猟
者
の
支
援
と
育
成
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
工
業
で
は
、
引
き
続
き
奨
励
金
な
ど
を

活
用
し
た
企
業
誘
致
や
、
工
場
の
立
地
に

適
し
た
土
地
の
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
に
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
は
、
岐
阜
県
駅
と
ル
ー
ト
案
が

発
表
さ
れ
、
３
月
に
は
市
民
委
員
会
が
ま

と
め
た
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
協
議
や
井
戸
と
河
川

水
路
な
ど
の
調
査
、
沿
線
地
区
で
の
整
備

計
画
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

  

市
道
の
改
良
で
は
、
東
野
地
区
の
袖そ

で
ば
た畑

笠か
さ

作づ
く
り

線せ
ん

、
串
原
地
区
の
大
竹
松
本
線
、
上

矢
作
地
区
の
中
根
橋
の
工
事
な
ど
の
幹
線

道
路
や
、
住
民
の
生
活
基
盤
と
な
る
生
活

道
路
の
整
備
、
維
持
修
繕
、
橋
り
ょ
う
の

長
寿
命
化
計
画
に
よ
る
点
検
、
交
通
安
全

対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

  

山
岡
町
、
串
原
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、

光
ケ
ー
ブ
ル
を
架
設
し
、
市
内
全
域
で
の

高
度
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
を
図
り

ま
す
。
地
籍
調
査
事
業
は
、
継
続
地
区
に

新
た
に
上
矢
作
町
漆
原
区
を
加
え
１３
地
区

で
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
各
地
域
の
生
活
の
足
を
確
保
す
る

た
め
、
バ
ス
の
運
行
に
補
助
金
を
交
付
し

バ
ス
路
線
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む
人
づ
く
り
の
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

講
座
の
連
携
で
三
学
の
ま
ち
恵
那
を
実
践

健
全
で
心
の
通
っ
た
協
働
の
ま
ち
（
市
民
参
画
）

新
庁
舎
を
建
設
し
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
集
約

快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
で
美
し
い
ま
ち
（
都
市
・
交
流
基
盤
）

リ
ニ
ア
沿
線
地
区
の
整
備
計
画
を
策
定

活
力
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
場
所
を
模
索

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

公民館講座

学校授業

公民館エレベーター

特集　本年度のまちづくり
主な事業

▲分譲が完了し工場を建設中の第3期恵那テクノパーク

▼リニアの沿線地域のイメージ図（大井町岡瀬沢地区）▼各コミセンで市民講座を開催（写真は子どもの英語講座）

▲市役所の西隣に建設中の新庁舎

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

学校教育情報化推進事業 ３,８００万円

三学のまち推進事業 ６００万円

地区コミュニティセンター改修事業・バリアフリー推進事業 ４,９００万円

市中央図書館読書活動推進事業 ３,２００万円

子ども教室推進事業 ３００万円

正家廃寺跡保存整備事業 １,７００万円

山岡 B&G海洋センター改修事業 ３,５００万円

県営スケート場の運営管理 １億１,１００万円

奨学資金貸与基金積立金 ３,０００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

地域づくり推進（基金活用）事業 ５,０００万円

地域の元気活力総合支援事業 ５,５００万円

ＮＰＯ支援・育成事業 ５００万円

まちづくり市民協会支援 ３００万円

放送運営事業 ８００万円

国際交流・多文化共生の推進事業 ２００万円

国際化に対応できる人づくり・まちづくり事業 ４００万円

市役所庁舎新館建設事業 ７億５,７００万円

新総合計画策定・進行管理業務 ９００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

商店街活性化事業・まちなか市の開催 ５００万円

企業誘致対策事業・新工業団地可能地調査事業 ２億４,１００万円

恵那栗栽培の振興 ２００万円

県営中山間地域総合整備事業 １,５００万円

農産物鳥獣被害対策事業・有害鳥獣捕獲対策事業 １,４００万円

学校給食地産地消推進事業 １００万円

県単林道整備事業・流域公益保全林整備事業 １億２,７００万円

観光 PR事業の充実 ２,２００万円

恵那峡の再整備事業 ５,７００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

リニアを活用したまちづくり事業 １,６００万円

リニア沿線地域の整備計画事業 9００万円

地籍調査事業 １億0,８００万円

瑞浪恵那道路整備促進事業 ４００万円

幹線道路整備事業 １億９,７００万円

生活道路整備事業 １億円

生活道路維持整備事業 １億７,７００万円

地方生活バス路線確保事業 １億２,４００万円

ケーブルテレビネットワーク施設整備事業 ２億７,０００万円

9 2014.4.1 8広報えな


